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Abstract
This study aimed to clarify the age-related differences in the scores of sprint, agility and jump performance 

between youth and collegiate male soccer players with relation to competitive level. A total of 71 soccer players 
(Collegiate player: N = 38, Youth players: N = 33) participated in a 10-m sprint test, a pro-agility test, vertical and 
horizontal jump performance tests. The participants within same team were divided into two groups; regular (R) 
group vs. non-regular (NR) group. Time taken for the 10-m sprint and agility tests were determined by photocell 
system. Height of vertical jump was measured by matswitch system. Standing long jump distance was measured by 
cloth tape. There were competitive level-related differences in the score of the pro-agility test (5.25 ± 0.24 s vs. 5.35 
± 0.23 s for youth players, 4.97 ± 0.17 s vs. 5.12 ± 0.24 s for collegiate players, R group vs. NR group) and single 
leg jump (139.4 ± 14.7 cm vs. 129.1 ± 11.1 cm for youth players, 153.8 ± 10.0 cm vs. 150.3 ± 15.5 cm for collegiate 
players, R group vs. NR group). These current results indicate that agility and single leg jump test can detect 
prospective soccer players from youth to collegiate male soccer players.
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要 約
　本研究は，男子大学生および高校生のサッカー選手を対象に，競技水準の違いに基づくスプリントおよ
びアジリティ，跳躍能力の差異を明らかにすることで，高校および大学生年代の男子サッカー選手の競技
水準を評価できるか検討することを目的とした．対象者は71名（大学生38名，高校生33名）とし，10mス
プリント，プロアジリティテスト，鉛直および水平方向への跳躍能力（両脚，片脚）を測定した．大学生，
高校生をそれぞれレギュラー（R）群と非レギュラー（NR）群に分けた．10mスプリントおよびプロアジ
リティテストは光電管，跳躍高の測定はマットスイッチ，跳躍距離は巻尺を用いて計測した．その結果，
プロアジリティテスト（高校生 R群 : 5.25 ± 0.24 秒 vs. 高校生 NR群 : 5.35 ± 0.23 秒， 大学生 R群4.97 ± 
0.17 秒 vs. 大学生 NR群5.12 ± 0.24 秒）と片脚での外側への跳躍能力（高校生 R群 : 139.4 ± 14.7 cm vs. 
高校生 NR群 : 129.1 ± 11.1 cm, 大学生 R群153.8 ± 10.0 cm vs. 大学生 NR群150.3 ± 15.5 cm）において，
競技水準間で有意な差異が認められた．以上のことから，プロアジリティおよび片脚での跳躍能力テスト
によって，高校および大学年代の男子サッカー選手の競技水準を間接的に評価できることが示唆された．

キーワード：サッカー，プロアジリティテスト，ジャンプ
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Ⅰ．諸言

　サッカーの試合中，選手に求められる代表的な

アクションは，短い距離のダッシュ，急激な走方

向転換，急発進や急停止など水平方向への素早い

移動や動作である．公益財団法人日本サッカー協

会（2004）は，それらの動作に関連する体力的要

因の測定方法は実験室での測定からフィールドテ

ストに至るまでさまざまであり，活用方法はチー

ムや指導者の目的や考え方によって異なると述

べている．また，選手や指導者にとって実験室

での測定を定期的に実施することは容易ではな

く，簡易性および時間効率，必要な器具が少ない

という点からフィールドテストが支持されている

（Anthony et al., 2011）．

　フィールドテストにおけるスプリント能力や

ジャンプの高さや距離などの発揮パワーにかかわ

る測定値は，サッカーの競技水準と正の相関関

係にあることが示されている（Jullien et al., 2008; 

Little and Williams, 2005; Ronnestad et al., 2008）．

1 試合におけるスプリントの距離の平均は17m

（Bagsbo, 1994），スプリントのおよそ半数が10m

未満であることが報告されており（Mirkov et al., 

2008; Stolen et al., 2005），サッカー選手の能力と

してはいかに素早く加速できるかが重要である

といえる（Haugen et al., 2014）．さらに，サッ

カーでは走行速度の変化や走方向を急激に変換す

る方向転換動作などが必要とされ（Bangsbo and 

Lindquist, 1992），その際に下肢筋力が重要な役割

を果たしている（López -Segovia et al., 2011）．

　競技水準に関連した下肢筋力の評価の多くは垂

直跳テストを採用しており，競技水準の高い選手

は低い選手と比較して跳躍高が有意に高かった

ことが報告されている（Arnason et al., 2004; 宮森

ら，2008）．しかし，サッカーの競技中の動作は

ヘディングの競り合いの際などに行われる鉛直方

向への力発揮よりも，ボールの移動や相手をかわ

すまたは相手にかわされないなどの 1対 1の場面

において水平方向への力発揮が行われる動作が多

い．したがって，競技水準による下肢筋力の差異

をフィールドテストで評価するのであれば，垂直

跳テストだけではなく，水平方向への跳躍能力の

測定が必要である．さらに，素早い方向転換動作

には筋力，パワー，神経－筋コーディネーション

を併用して，バランスを失わないことが求めら

れ，その動作や能力はアジリティと呼ばれている

（Little and Williams, 2005; Young et al., 2002）． 減

速と方向転換を含むスピードテストはアジリティ

テスト呼ばれており（Harman and Garhammer, 

2008），アジリティテストは主に，Tテスト，プ

ロアジリティテスト，5-0-5テストなどが挙げら

れる（Harman and Garhammer, 2008）．なかでも，

プロアジリティテストは時間効率および信頼性，

競技特異的な観点から，サッカー選手のアジリ

ティ能力を評価するために最も適切な指標である

といわれている（Anthony et al., 2011）．しかし，

これまでにプロアジリティテストを用いて同じ競

技カテゴリー選手を測定評価した研究はなされて

いるが（Isaiah et al., 2016; Meir et al., 2009），競技

カテゴリーおよび競技水準間における差異を検討

した知見は見当たらない．

　高校および大学生年代は23歳以降の完成期に向

けたフィジカル面の強化が重要とされており（公

益財団法人日本サッカー協会，2016），選手の競

技力向上およびトレーニング効果，タレント発掘

などの分析を目的とした簡便なフィールドテスト

において，全国大会出場の常連校である高校およ

び大学生における競技水準別の比較検討を行うこ

とは選手育成のための基礎資料となる．

　そこで本研究は，大学サッカー選手および高校

サッカー選手を対象に，アジリティ能力を含む走

能力と跳躍能力について測定し，それらの能力に

おける競技カテゴリーおよび競技水準間の差異を

明らかにすることで，高校および大学生年代の

サッカー選手の競技水準を評価できるか検討する

ことを目的とした．

Ⅱ．方法

１．対象者



－31－

青木，甲斐，高井：高校および大学男子サッカー選手におけるアジリティ能力および跳躍能力の競技水準別の比較

　対象者は，K大学サッカー部に所属する男子

選手38名および K高校サッカー部に所属する男

子選手33名とした．競技水準の分類は両部の A

チームに所属する選手をレギュラー群（大学生16

名 20.4±0.9歳，高校生18名 16.5±0.8歳），Bチー

ムに所属する選手を非レギュラー群（大学生22

名 20.4±0.9歳，高校生15名 16.2±0.7歳）とした．

両部は全国大会出場の常連校であり，競技するカ

テゴリー（大学，高校）内での競技レベルは同程

度であった．また，コンディションの差を考慮し，

測定日はシーズン中に行われた公式戦後 4日目と

した．対象選手のポジションは，ゴールキーパー

を除くフィールドプレーヤーであった．

　測定を開始するにあたり，対象者，対象者の保

護者およびチームの指導者に本研究の目的，方法

および測定の安全性を十分に説明し，書面におい

て測定参加に対する同意を得た．また，本測定は

鹿屋体育大学倫理審査小委員会より承認を受け

た．

２．測定項目

　形態・身体組成，走能力，跳躍能力の測定を実

施した．各測定項目の実施方法は，次の通りであ

る．なお，測定は体育館で行い，実施前に測定の

意義と測定方法の説明，実演を行うことで対象者

の動機付けを行った．

（1）形態・身体組成

　身長は全自動身長体重計（AD-6225A，Combi

社製）を用いて0.1cm単位で計測した．また，体

重，ボディマス指数（BMI），体脂肪率（％ Fat）

および除脂肪体重（LBM）は，単周波生体電気

インピーダンス方式の体重体組成計（BC-118E，

Tanita社製）で測定した．

（2）走能力

①10mスプリント走

　スタートラインおよびスタートラインから

10mラインに光電管（TCi タイミングシステム，

Brower社製）を地上 1 mの高さで一組ずつ設置

した．スタートラインにつま先を合わせ，前傾姿

勢にならないよう指示し，各自のタイミングでス

タートさせた．競争相手が異なることによる記録

への影響を避けるため，ひとりずつ測定した．記

録は秒単位とし，100分の 1 秒まで記録した． 2

回測定を行い，良い方の記録を採用した．

②プロアジリティテスト

　 5 m間隔に平行する 3本のライン（約50cmの

長さ）をフロアテープで体育館フロアにマーク

し，中央線のラインに光電管を地上 1 mの高さで

一組設置した（図 1）．選手は任意のスタート方

向に向かって中央ラインより後方に位置し，つま

先をラインに合わせ正面を向き，前傾姿勢になら

ないよう指示し，各自のタイミングでスタートさ

せた．フロアテープを越すかまたは踏み，すぐに

方向転換し，反対側のフロアテープに向かって走

りフロアテープを踏むもしくは超えたら，また，

すぐに方向転換をして中央ラインを走り抜けさせ

た．スタートから中央ラインを 2度通過するまで

のタイムを記録した．フロアテープを超すかまた

は踏まなかった場合や転倒した場合はやり直しと

した．記録は秒単位とし，100分の 1 秒まで記録

した．2回測定を行い，良い方の記録を採用した．

（3）跳躍能力

①鉛直方向（両脚，片脚）

　体育館のフロアにマットスイッチ（マルチジャ

5m 5m

①

③

②

：走方向

丸数字：走行順

：光電管

図 1　プロアジリティテストの方法
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ンプテスタ，DKH社製）を敷き，マットの中央

部に両脚の測定時は両脚を肩幅に開いて立たせ

た．両手を腰に当てながら両脚での測定時には両

膝を，片脚での測定時には立ち脚の膝を曲げ沈み

込み，両脚および片脚の伸展動作による跳躍を行

い，再びマットの中央部に着地するように指示し

た．跳躍高を評価指標とした．記録はセンチメー

トル単位とし，小数点第 1位まで記録した． 2回

測定して良い方の記録を採用した．片脚の測定値

は利き脚のみを採用した．

 

②水平方向：前方（両脚，片脚），外側（片脚）

　体育館のフロアに跳躍能力測定用のフロアテー

プ（約50㎝の長さ）をマークし，測定する足のつ

ま先および側部がフロアテープを超えないように

両脚もしくは片脚で立たせ，両手を腰に当てなが

ら両膝もしくは片方の膝を曲げ沈み込み，屈伸動

作による前方および水平方向への跳躍を行わせ，

着地は跳躍開始時と同じ方向を向いて着地するよ

う指示した．フロアテープに直交する直線距離を

巻尺を用いて計測した．記録はセンチメートル単

位とし，小数点第 1位まで記録した． 2回測定し

て良い方の記録を採用した．片脚の測定値は利き

脚のみを採用した．

３．統計処理

　測定値は，平均値および標準偏差で表した．各

群の測定値は，対応のない二元配置分散分析（大

学生と高校生×レギュラーと非レギュラー）を行

い，F値が有意であった場合に主効果を確認した．

有意な交互作用が認められた場合には，単純主効

果の検定を用いて要因毎に比較した．すべての

統計処理は，統計処理ソフト（SPSS ver. 22， IBM

社製）を用いて行った．有意水準は， 5％未満と

した．

Ⅲ．結果

　対象者の身体特性とフィールドテストの結果を

表 1に示す．

１．形態・体組成

　体重および BMIにおいて，大学生が高校生よ

りも有意に高かった．除脂肪量においては，大学

生が高校生よりも有意に高く，また高校生では競

技水準間に有意な差が認められた．身長および体

脂肪率は，いずれの群間においても有意な差は認

められなかった．

† ：競技水準間に有意差あり
* ：競技カテゴリー間に有意差あり

表 1　対象者の身体特性とフィールドテストの結果
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２．走能力

　10mスプリント走において，大学生のほうが高

校生よりも速かったが，どちらも競技水準間の差

は認められなかった．プロアジリティテストにお

いては，大学生のほうが高校生よりも速く，どち

らの群も競技水準に関連した差が認められた．

３．跳躍能力

①鉛直方向

　両脚および片脚での鉛直方向への跳躍能力にお

いて，大学生と高校生の間，および高校生の競技

水準間に有意な差が認められた．

②水平方向

　両脚での前方への跳躍能力において，大学生と

高校生の間に有意な差が認められた．片脚での前

方への跳躍能力において，大学生と高校生の間，

およびカテゴリー内の競技水準間に有意な差が認

められた．片脚での外側への跳躍能力において，

大学生と高校生の間，およびカテゴリー内の競技

水準間に有意な差が認められた．

Ⅳ．考察

　本研究で得られた知見は，以下に示す通りで

あった．

1 . 除脂肪体重は，大学サッカー選手のほうが高

校サッカー選手よりも多いが，高校サッカー

選手のみ競技水準に関連した差が認められ

た．

2 . 10mスプリント走のタイムは，大学サッカー

選手のほうが高校サッカー選手よりも速かっ

た．いずれも競技水準に関連した差は認めら

れなかった．

3 . プロアジリティテストのタイムは，大学サッ

カー選手のほうが高校サッカー選手よりも速

く，どちらも競技水準に関連した差が認めら

れた．

4 . 鉛直方向への両脚および片脚での跳躍高は，

大学サッカー選手のほうが高校サッカー選手

よりも高く，どちらも競技水準に関連した差

が認められた．

5 . 水平方向への両脚および片脚での跳躍距離

は，大学サッカー選手のほうが高校サッカー

選手よりも高かった．しかし，競技水準に関

連した差は，片脚での前方および外側への跳

躍でのみ認められた．

　身体組成においては，大学生が高校生よりも

体重および除脂肪量，BMIが有意に高い値を示

し，高校生では競技水準間に除脂肪量の差異が認

められた．サッカーのパフォーマンス発揮におい

ては，除脂肪量を十分に保持することが重要であ

ること（星川，2000），またプロサッカー選手は

身長当たりの除脂肪量が高いことから（星川ら，

2009），本研究で得られた結果における競技カテ

ゴリーおよび競技水準間の差異は妥当なものであ

り，パフォーマンスを向上するためには除脂肪量

の増大が必要であるといえる．

　対象者のスプリント能力は，大学生が高校生よ

りも優れていることがわかった．サッカーのパ

フォーマンスには，試合中の移動距離よりも，そ

の中で行われるスプリントなどの無酸素性の高強

度運動が重要であることが明らかにされている

（Bangsbo, 1994）．また，一定の速さで力を発揮す

る等速性筋力は，サッカーにおけるトップレベル

選手とユース選手を比較すると大きな差があると

いわれており（星川，2001），筋力に関連する除

脂肪量の差が本研究におけるスプリント能力の差

の背景にあった可能性がある．

　一方で，13歳～15歳のサッカー選手を競技力で

分類し比較した場合，競技力の高い選手ほどスプ

リント能力が高いことが報告されている（Malina 

et al., 2007; Wong et al., 2009）．しかしながら，本

研究では，スプリント走に競技水準間で有意な差

は認められなかった．これは，本研究の対象者に

おいては，第二次成長期を過ぎており，対象とし

た年齢の違いが先行知見との違いを生んだ可能性

が考えられる．

　プロアジリティテストのタイムは，大学サッ



－34－

鹿屋体育大学学術研究紀要　第57号，2019

カー選手のほうが高校サッカー選手よりも速く，

どちらも競技水準に関連した差が認められた．

サッカーの試合中には 1試合で1,200～1,400回の

方向転換が行われ（Bangsbo, 1992），素早い方向

転換能力はサッカーのパフォーマンスに影響を及

ぼすといわれており（Little and Williams, 2011），

サッカーにおける方向転換能力の重要性が本研究

のプロアジリティテストにおける競技水準に関連

した差を生じさせたと考えられる．また，NCAA 

Division Ⅱに所属する男子サッカー選手を対象と

した研究では，プロアジリティテストの記録は

4.64±0.25秒であった（Isaiah et al., 2016）．本研

究の大学生 R群の記録は4.97±0.17秒であり，大

きな差があるといえる．その要因として考えられ

るのは，除脂肪量に関連する体重の差が挙げられ

る．NCAA選手は75.8±7.73㎏，大学生 R群との

差は7.7kgであった．プロアジリティテストの記

録の差は除脂肪量に起因している可能性があり，

競技パフォーマンスの向上には除脂肪量を増加さ

せ，アジリティ能力の向上につなげることが重要

であることが示唆された．

　本研究では，大学および高校サッカー選手の競

技水準に関連した差が認められたフィールドテス

トの項目は，プロアジリティテスト，両脚および

片脚での垂直跳び，片脚での前方および外側への

跳躍であった．大学生における跳躍パフォーマン

スの結果は，Aoki et al.（2016）で報告した結果

と同じであった．また，本研究では，高校サッ

カー選手にも大学サッカー選手と同様な競技水準

に関連した跳躍パフォーマンスの差があることが

明らかとなった．また，敏捷性の指標であるプロ

アジリティテストにおいても年齢に関わらず競技

水準に関連した差が認められた．この背景には，

方向転換の際に片脚で地面を押す力が大きいこと

がサッカーにおいて重要である可能性がある．本

研究ではそれに関連したデータを取得していない

が，脚パワーの指標である片脚での跳躍パフォー

マンスに競技水準に関連した差が認められたこと

から，競技水準が高い選手は方向転換の際の脚パ

ワーも大きかった可能性が考えられる．さらに，

本研究で得られた R群の値は，各カテゴリーの

チームの目標値にもなりうることが示唆された．

Ⅴ．まとめ

　本研究は，大学および高校男子サッカー選手を

対象に，アジリティ能力を含む走能力と跳躍能力

について測定し，それらの能力における競技カテ

ゴリーおよび競技水準間の差異を明らかにするこ

とで，高校および大学生年代の男子サッカー選手

の競技水準を評価できるか検討することを目的と

した．その結果，プロアジリティテストのタイム，

片脚での跳躍パフォーマンスに，大学および高校

男子サッカー選手ともに競技水準と関連した差が

認められた．本研究の結果は，高校年代から大学

年代までの男子サッカー選手および指導者にとっ

てフィジカル能力を評価するための基礎的な資料

となる．以上のことから，プロアジリティおよび

片脚での跳躍能力テストによって，高校および大

学年代の男子サッカー選手の競技水準を間接的に

評価できることが示唆された．
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